
歴史・沿革
上野村は、群馬県の最西南端に位置し、長野県、埼玉県
に隣接しています。面積の95％以上が森林で、手つかず
の大自然が残る緑豊かな森の郷です。
村内には、関東一の清流「神流川」が流れており、その

源流域は平成の名水百選（環境省指定）にも選定されまし
た。
村の人口は約1250人ですが、そのうち21％の261名が

Ｉターン者です。それらのＩターン者が、村づくりの様々
な場面で活躍しています。※本資料のＩターン者の定義：平成元年以降の移住者

ここは群馬の上野村
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産 業 振 興・雇 用 の 創 出

ここは群馬の上野村

地場産業の

育成

•産業情報センター設立

•上野の総合力強化

自立した

経営

•きのこセンター民営化

•六次産業化事業体育成

上野村一家

•きのこセンター規模拡大
（年間５００ｔの椎茸生産）

•六次産業化の推進
森林整備

森林保全

•バイオマス発電

•バイオマスボイラー

•エネルギーの地産地消

林業の

六次産業化

•木質ペレット工場

•木材加工施設

村内循環型
の経済

•搬出間伐の促進

•広葉樹の活用

•製材所の整備

交流人口
増加対策

稼ぐ力の増強 忘れられた資源の再発見

連携定住促進
子育て支援

地域内循環型経済による持続する地域コミュニティ
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バイオマス発電施設


